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１
月
６
日
、
平
成
26
年
仙
北
市
消

防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員

ら
が
角
館
町
の
武
家
屋
敷
通
り
か
ら

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
沿
道
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
力
強
く
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　

仙
北
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
門
脇
市
長
が
「
自
然
災
害
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め

に
も
、
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
防
災
・

減
災
対
策
に
取
り
込
む
こ
と
が
大
切
。

団
員
に
は
、
よ
り
一
層
の
結
束
を
図

り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
い
か
な

る
災
害
か
ら
も
守
る
決
意
で
ご
精
進

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
」
と
式

辞
を
述
べ
、
続
い
て
佐
藤
生
治
仙
北

市
消
防
団
長
が
「
技
や
精
神
を
さ
ら

に
磨
き
、
市
民
の
安
全
と
財
産
を
守

る
た
め
に
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

受
章
者　
（
敬
称
・
階
級
略
）

　

秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

▼
荒
木
田 

憲
治
（
第
３
分
団
）
▼
松
田 

和
敏
（
第
２
分
団
）
▼
伊
藤 

義
弘
（
第

４
分
団
）
▼
藺
藤 

博
行
（
第
５
分
団
）

▼
田
中 

昭
男
（
第
６
分
団
）
▼
武
藤 

章
（
第
７
分
団
）
▼
草
彅 

晃
（
第
８

分
団
）
▼
小
玉 

一
夫
（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
功
労
章（
40
年
以
上
勤
続
）】

▼
黒
澤 

常
喜
（
第
４
分
団
）
▼
鈴
木 

博
（
第
９
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

▼
小
玉 

武
夫
（
第
３
分
団
）
▼
佐
藤 

正
行
（
第
７
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

▼
千
田 

幹
広
（
第
１
分
団
）
▼
平
岡 

悟
（
第
４
分
団
）
▼
小
瀧 

一
哉
（
第

４
分
団
）
▼
齋
藤 

和
美
（
第
５
分
団
）

▼
田
村 

大
（
第
５
分
団
）
▼
阿
部 

徹

（
第
５
分
団
）
▼
門
脇 

政
和
（
第
５
分

団
）
▼
佐
藤 

隆
志
（
第
７
分
団
）
▼
村

上 

清
（
第
７
分
団
）
▼
髙
橋 

誠
亮
（
第

８
分
団
）
▼
髙
橋 

栄
（
第
８
分
団
）
▼

青
柳 

和
美
（
第
９
分
団
）
▼
菅
原 

茂

美
（
第
９
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

▼
櫻
田 

英
喜
（
本
部
）
▼
柳
屋 

幸
一

（
第
１
分
団
）
▼
戸
村 

正
光
（
第
３
分

団
）
▼
若
松 

昌
樹
（
第
６
分
団
）
▼
新

山 

仁
（
第
７
分
団
）
▼
高
橋 

和
雄
（
第

７
分
団
）
▼
下
田 

忠
浩
（
第
８
分
団
）

▼
鈴
木 

浩
一
（
第
９
分
団
）
▼
本
田 

清
治
（
第
10
分
団
）
▼
鈴
木 

辰
彦
（
第

10
分
団
）▼
細
井 

新
一
郎（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

▼
菅
原 

俊
昭
（
第
１
分
団
）
▼
久
米 

一
也
（
第
１
分
団
）
▼
伊
藤 

弘
繁
（
第

１
分
団
）
▼
稲
田 

明
（
第
２
分
団
）
▼

千
葉 

誠
（
第
２
分
団
）
▼
鈴
木 

武
彦

（
第
２
分
団
）
▼
高
橋 

昭
義
（
第
２
分

団
）
▼
髙
橋 

均
（
第
３
分
団
）
▼
伊

藤 

幸
二
（
第
４
分
団
）
▼
佐
藤 

泰
人

（
第
４
分
団
）
▼
古
郡 

和
衛
（
第
４
分

団
）
▼
藺
藤 

幸
順
（
第
５
分
団
）
▼
藺

藤 

道
雄
（
第
５
分
団
）
▼
佐
藤 

秀
義

（
第
５
分
団
）
▼
武
藤 

敏
文
（
第
６
分

団
）
▼
門
脇 

篤
美
（
第
６
分
団
）
▼
小

林 

幸
吉
（
第
６
分
団
）
▼
小
松 

秀
則

（
第
７
分
団
）
▼
髙
橋 

和
浩
（
第
８
分

団
）
▼
髙
橋 

文
太
郎
（
第
８
分
団
）
▼

高
村 

操（
第
８
分
団
）▼
髙
橋 

昇
咲（
第

９
分
団
）
▼
山
形 

寿
雄
（
第
９
分
団
）

▼
石
郷
岡 

和
貴
（
第
９
分
団
）
▼
戸
澤 

正
弘
（
第
10
分
団
）

　

仙
北
市
長
表
彰

【
功
労
章
】

▼
戸
村 

純
厚
（
第
４
分
団
）
▼
斉
藤 

幸
悦
（
第
４
分
団
）
▼
佐
藤 

長
繁
（
第

４
分
団
）
▼
武
藤 

重
和
（
第
６
分
団
）

▼
鈴
木 

雄
喜
（
第
９
分
団
）
▼
菅
原 

誠
（
第
９
分
団
）
▼
鈴
木 

一
彦
（
第

10
分
団
）

【
功
績
章
】

▼
浦
山 

力
（
第
１
分
団
）
▼
堀
田 

雅

人
（
第
１
分
団
）
▼
工
藤 

勝
博
（
第

２
分
団
）
▼
石
塚 

崇
（
第
２
分
団
）
▼

田
口 

良
長
（
第
２
分
団
）
▼
坂
本 

安

浩
（
第
３
分
団
）
▼
真
崎 

寿
浩
（
第

４
分
団
）
▼
佐
藤 

幸
靖
（
第
４
分
団
）

▼
信
田 

務
（
第
４
分
団
）
▼
大
山 

博

信
（
第
４
分
団
）
▼
齋
藤 

隆
志
（
第

５
分
団
）
▼
阿
部 

幸
喜
（
第
５
分
団
）

▼
門
脇 

尚
徳
（
第
５
分
団
）
▼
山
田 

和
昭
（
第
５
分
団
）
▼
鈴
木 

大
也
（
第

５
分
団
）
▼
佐
々
木 

道
敏
（
第
５
分

団
）
▼
橋
本 

吉
徳
（
第
６
分
団
）
▼

高
村 

肇
（
第
８
分
団
）
▼
佐
藤 

一
也

（
第
８
分
団
）
▼
草
彅 

次
雄
（
第
８
分

団
）
▼
黒
坂 

徹
也
（
第
９
分
団
）
▼
林

崎 

和
幸
（
第
９
分
団
）
▼
熊
谷 

玲
（
第

10
分
団
）

【
無
火
災
分
団
】

《
３
年
間
無
火
災
》
▼
第
９
分
団

《
２
年
間
無
火
災
》
▼
第
１
分
団
▼
第

３
分
団

《
１
年
間
無
火
災
》
▼
第
10
分
団

【
優
良
分
団
】

《
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部　

優
勝
》
▼
第
10
分
団

《
同　

準
優
勝
》
▼
第
４
分
団

《
同　

第
３
位
》
▼
第
８
分
団

【
感
謝
状
】

▼
田
口 

忠
正
▼
今
野 

竹
四
郎
▼
佐
藤 

健
▼
信
田 

莊
▼
佐
越 

曻
▼
仙
波 

茂
▼

岡
崎
私
設
消
防
団
▼
樋
口 

清
栄
▼
櫻
田  

康
正
▼
櫻
田 

良
二
▼
櫻
田 

久
美
子
▼
赤

坂 

キ
ン
▼
赤
坂 

育
子
▼
赤
坂 

ト
キ
ヱ

▼
堀 

尚
子

　

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

▼
田
村 

喜
美
男
（
第
４
分
団
）
▼
佐
藤 

一
（
第
６
分
団
）
▼
渡
辺 

友
康
（
第

７
分
団
）
▼
黒
澤 

鉄
二
（
第
10
分
団
）

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

▼
千
葉 

純
也
（
第
１
分
団
）
▼
羽
川 

勇
樹
（
第
１
分
団
）
▼
山
舘 

朋
之
（
第

１
分
団
）▼
羽
根
川 

大
輝（
第
１
分
団
）

▼
江
橋 

武
（
第
２
分
団
）
▼
三
浦 

英

敏
（
第
２
分
団
）
▼
三
浦 

修
（
第
２

分
団
）
▼
小
玉 

誠
（
第
３
分
団
）
▼
樋

口 

清
和（
第
３
分
団
）▼
髙
橋 

武
志（
第

３
分
団
）
▼
荒
木
田 

浩
生
（
第
３
分

団
）
▼
樋
口 

好
和
（
第
３
分
団
）
▼
髙

橋 

寿
和（
第
３
分
団
）▼
佐
藤 

広
海（
第

５
分
団
）
▼
高
橋 

巧
（
第
６
分
団
）
▼

橘 

正
勝
（
第
６
分
団
）
▼
髙
橋 

光
（
第

８
分
団
）
▼
千
葉 

哲
（
第
９
分
団
）
▼

山
形 

満（
第
９
分
団
）▼
菅
原 

一
正（
第

９
分
団
）
▼
髙
橋 

幸
人
（
第
９
分
団
）

▼
辻 

純（
第
９
分
団
）▼
髙
橋 

優
徳（
第

９
分
団
）
▼
大
澤 

広
也
（
第
10
分
団
）

　

秋
田
県
消
防
協
会 

　

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

▼
稲
葉 

聡
（
第
１
分
団
）
▼
平
岡 

透

（
第
２
分
団
）
▼
鈴
木 

隆
二
（
第
３
分

団
）
▼
鈴
木 

康
規
（
第
３
分
団
）
▼
髙

橋 

将
（
第
４
分
団
）
▼
田
口 

茂
春
（
第

４
分
団
）
▼
嶋
村 

裕
太
（
第
５
分
団
）

▼
櫻
田 

優
（
第
５
分
団
）
▼
藺
藤 

正

義
（
第
５
分
団
）
▼
村
井 

幸
喜
（
第

５
分
団
）
▼
門
脇 

光
助
（
第
５
分
団
）

▼
野
口 
洋
介
（
第
６
分
団
）
▼
押
川 

清
和
（
第
６
分
団
）
▼
門
脇 

健
史
（
第

６
分
団
）
▼
鈴
木 
朗
（
第
６
分
団
）
▼

橋
本 

護
（
第
６
分
団
）
▼
藤
田 

清
純

（
第
７
分
団
）
▼
戸
嶋 

大
輔
（
第
７
分

団
）
▼
髙
橋 

和
彦
（
第
８
分
団
）
▼
鎌

田 

徹
（
第
８
分
団
）
▼
佐
藤 

満
弘
（
第

８
分
団
）
▼
山
形 

文
太
（
第
９
分
団
）

▼
黒
澤 

武
彦
（
第
10
分
団
）

　

仙
北
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
勤
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

▼
福
岡 

梨
佳
（
本
部
）
中
野 

美
喜
（
本

部
）
▼
中
島 

隆
仁
（
第
１
分
団
）
▼

田
口 

瞬
（
第
２
分
団
）
▼
田
口 

祐
司

（
第
２
分
団
）
▼
田
口 

雄
介
（
第
２
分

団
）
▼
田
口 

哲
也
（
第
２
分
団
）
▼
小

西 

亮
太
（
第
２
分
団
）
▼
松
田 

敏
貴

（
第
２
分
団
）
▼
小
西 

晃
裕
（
第
２
分

団
）
▼
千
葉 

良
造
（
第
２
分
団
）
▼
菊

地 

芳
明（
第
２
分
団
）▼
三
浦 

昭
広（
第

２
分
団
）
▼
古
郡 

巧
（
第
２
分
団
）
▼

進
藤 

大
輔
（
第
４
分
団
）
▼
佐
藤 

信

一
（
第
５
分
団
）
▼
柏
谷 

晃
治
（
第

６
分
団
）
▼
門
脇 

博
英
（
第
６
分
団
）

▼
荒
木 

大
輔
（
第
７
分
団
）
▼
辻 

渉

（
第
９
分
団
）
▼
嵯
峨 

淳
美
（
第
９
分

団
）
▼
小
木
田 

広
樹
（
第
９
分
団
）
▼

髙
橋 

学
（
第
９
分
団
）
▼
藤
原 

里
史

（
第
９
分
団
）
▼
仙
波 

賢
司
（
第
10
分

団
）
▼
小
玉 

広
美
（
第
10
分
団
）
▼
大

澤 

栄
太
郎
（
第
10
分
団
）

　　第１分団…田沢（春山を除く）・高野・高原　　　　   第３分団…宿・向生保内・刺巻　　　第５分団…西明寺　　　第７分団…角館　　　第９分団…雲沢
　　第２分団…潟・春山・石神・中生保内・武蔵野　　　第４分団…神代　　　　　　　　　　第６分団…桧木内　　　第８分団…白岩　　　第10分団…中川

消防職団員の士気を高め、職務遂行への決意を新たに

仙北市消防出初式
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ち
い
き
の

わ
だ
い

農
業
所
得
倍
増
を
目
指
す

 

仙
北
地
域
「
農
政
講
演
会
」

12月13日
大曲市民会館

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

感謝の気持ちをもって秋田新幹線の乗客を見送りました

「ロンドンオリンピックで
は選手やスタッフ、チーム
が一丸となり銅メダルを獲
得した」と話す荒木田さん

菅原弘明さんと大木彩乃さんの演奏を間近で楽しむ
ロビーコンサート

「
算
数
の
計
算
を
が
ん
ば
っ
て
や
り
た
い
」「
家
で

宿
題
す
る
よ
り
も
集
中
で
き
る
」
な
ど
と
意
気
込

む
子
ど
も
た
ち

西明寺栗、花豆、柿を素材に開発した商品へ
のこだわりや魅力を売り込みました

講師に佐々木東北農政局長。館内は
450 人を超える農業者等で満員とな
りました

　

12
月
24
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
理
事

荒
木
田
裕
子
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
市

内
中
学
生
、
生
保
内
小
学
校
の
５
、６
年
生

の
ほ
か
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
皆
さ

ん
は
普
段
聞
け
な
い
貴
重
な
話
に
興
味
深
く

聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
魅

　

昨
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
３
か
月
間
開

催
さ
れ
た「
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」（
以
下
、
秋
田
Ｄ
Ｃ
）
の
終
了
直

前
の
12
月
28
日
、
市
内
の
Ｊ
Ｒ
各
駅
で
フ
ァ

イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
で
は
、餅
つ
き
が
行
わ
れ
、

つ
き
た
て
の
餅
や
お
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ

か
、
田
沢
湖
龍
神
太
鼓
に
よ
る
演
奏
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
た
ち
の
お
出
迎
え
や
お
見
送
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｒ
角
館
駅
で
は
、ゆ
る
キ
ャ

ラ
に
よ
る
お
出
迎
え
と
お
見
送
り
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
や
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
や
ち
ょ
っ
ぴ
り

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
る
な
ど
、
期
間
中
に

本
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
沢
山
の
お
客
様

に
感
謝
の
意
と
「
ま
だ
き
て
け
れ
な
ぁ
～
」

と
い
う
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
、
関
係
機
関
の
ご
支
援
・

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

秋
田
Ｄ
Ｃ
期
間
の
市
全
体
の
概
要
は

前
年
同
期
と
比
べ
て
観
光
入
込
客
数
は

２
０
９
％
、
宿
泊
客
数
は
１
０
７
％
と
増
加

傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
11
月
は
、
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
と
秋
田
県
種
苗
交
換
会
の
開
催
が
重

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
４
１
４
％
と
い
う
結
果

に
な
り
、
伸
び
悩
ん
で
い
た
宿
泊
客
数
に
つ

い
て
は
、
８
月
の
土
石
流
災
害
や
９
月
の
台

風
被
害
な
ど
の
風
評
被
害
を
拭
え
き
れ
ず
前

半
は
落
ち
込
み
傾
向
に
な
り
ま
し
た
が
、
各

地
で
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
お
も
て
な
し

効
果
に
よ
り
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

秋
田
Ｄ
Ｃ
は
12
月
末
で
終
了
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
多
く
の
お
客
様
に
仙
北
市
を

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
観
光
資
源
の
更

な
る
掘
り
起
こ
し
、
お
も
て
な
し
の
向
上
、

魅
力
あ
る
仙
北
市
の
観
光
情
報
の
発
信
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の

秋
に
は
「
ア
フ
タ
ー

秋
田
Ｄ
Ｃ
」
や
「
第

29
回
国
民
文
化
祭
・

あ
き
た
２
０
１
４
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

12
月
20
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
約
50
人
の
来
場
者
が

心
温
ま
る
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
、
出
演
者
と
観
客
と
の

距
離
が
近
く
演
奏
を
間
近
に
み
ら
れ
る
と
好

評
の
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
回
は
角
館
在
住

の
菅
原
弘
明
さ
ん
、
大
木
彩
乃
さ
ん
が
「
心

ぬ
く
ぬ
く
ポ
ッ
プ
ス
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

夜
」
と
題
し
て
、
時
に
静
か
に
、
時
に
賑
や

か
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
演
歌
や
ポ
ッ
プ
ス
の

カ
バ
ー
曲
ま
で
演
奏
し
、
集
ま
っ
た
観
客
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
届
け
ま
し
た
。

　
「
角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室
」
が
12
月
26

日
か
ら
28
日
の
日
程
で
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
行
わ
れ
、
市
内
外
の
小
・
中
学
生

１
４
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、「
楽
し
い
学
習
オ
タ
ス
ケ

マ
ン
の
会
（
菅
原
正
五
郎
会
長
）」
が
子
ど

も
た
ち
の
自
学
自
習
を
支
援
し
よ
う
と
、
毎

年
、
夏
・
冬
の
長
期
休
み
中
に
行
わ
れ
、
今

回
が
24
回
目
。現
職
や
退
職
し
た
先
生
の「
オ

タ
ス
ケ
マ
ン
」
の
ほ
か
、
地
元
高
校
生
に
よ

る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
」
が
３
つ

の
教
室
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
た
ち

の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
、
仙
北
地
域
農
政
講
演
会
実
行

委
員
会
（
大
仙
市
、
仙
北
市
、
美
郷
町
、
秋

田
県
仙
北
地
域
振
興
局
）
主
催
に
よ
る
「
農

政
講
演
会
」
が
大
仙
市
大
曲
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
約
50
人
の
農
業
関
係

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
農
林
水
産
省　

東
北
農
政
局
長

佐
々
木
康
雄
氏
を
迎
え
、
国
が
公
表
し
た
米

政
策
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、「
こ
れ
か
ら
の

農
政
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

12月24日

12月28日 12月20日12月26日～28日

仙北市民会館

市内ＪＲ各駅 仙北市民会館角館交流センター

荒
木
田
裕
子
さ
ん
講
演
会
・
観
光
大
使
任
命
式

秋
田
Ｄ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

仙
北
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
み
ん
な
の
力
で
盛
り
上
げ
よ
う

「
ま
だ
き
て
け
れ
な
ぁ
～
」
の
思
い
伝
え
る

雪
の
降
る
夜
に
心
温
ま
る
楽
曲
を
お
届
け

学
力
ア
ッ
プ
に
一
役

　

東
京
都
高
輪
に
あ
る
「
あ
き
た
美
菜
館
」

で
、
12
月
６
日
と
７
日
の
両
日
、
仙
北
市
産

の
食
材
を
使
用
し
た
食
農
観
連
携
自
慢
の
商

品
を
売
り
込
む
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
味
覚
市
・
ス
ィ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
「
そ
ば
の
郷
仙
北
市
・
そ
ば
タ
ベ
ク
ラ
ー

ベ
の
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
角
館
の
横
町
さ
く

ら
通
り
会
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
仙
北
市
食
農
観
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員

会
（
佐
々
木
正
昭
会
長
）
と
仙
北
市
遊
々

楽
々
３
ト
ピ
ア
会
議
（
沢
山
純
一
会
長
）
が

共
同
で
行
っ
た
も
の
で
す
。
ス
ィ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
西
明
寺
栗
、
花
豆
、
柿

を
使
っ
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ィ
ー
ツ
を
盛
り
合

わ
せ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
。
そ
ば
タ
ベ
ク

ラ
ー
ベ
の
会
で
は
、赤
そ
ば
（
高
嶺
ル
ビ
ー
）

を
含
む
仙
北
市
産
そ
ば
３
種
類
の
そ
れ
ぞ
れ

の
香
り
、
風
味
、
食
感
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

そ
ば
前
の
地
酒
と
先
付
け
の
「
生
保
内
た
け

の
こ
」「
そ
ば
い
な
り
」「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」

な
ど
、
秋
田
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
秋
田
は
米
ど
こ
ろ
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

食
農
観
連
携
自
慢
の
商
品
売
り
込
む

「
味
覚
市
・
ス
ィ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
そ
ば
の
郷
仙
北
市
・
そ
ば
タ
ベ
ク
ラ
ー
ベ
の
会
」

12月6日・7日
あきた美菜館

い
味
と
企
画
内
容
で
、
そ
ば
生
産
農
家
の
取

り
組
み
に
感
銘
し
た
。
来
年
も
開
催
し
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

首
都
圏
で
の
仙
北
市
産
食
材
に
特
化
し
た

食
に
関
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
ほ
と
ん
ど

実
施
例
が
な
く
、
参
加
し
た
２
団
体
は
「
仙

北
市
の
食
文
化
や
観
光
の
魅
力
を
丁
寧
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
も
こ
う
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
『
仙
北
市
を

知
っ
て
も
ら
い
、
来
て
も
ら
い
、
食
べ
て
も

ら
い
、
周
遊
し
て
も
ら
う
』
と
い
う
食
・
農

業
・
観
光
連
携
の
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

力
」
と
題
し
た
講
演
会
で
は
、
ご
自
身
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本
選
手
時
代
の
世
界
三
大

タ
イ
ト
ル
へ
の
挑
戦
や
指
導
者
と
し
て
の
取

り
組
み
か
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
で

世
界
中
を
飛
び
回
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、ま
た
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
ス
ポ
ー
ツ
以

外
で
も
、
得
意
な
分
野
で
係
わ
り
、
み
ん
な

で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
児
童
・
生
徒
ら
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
仙
北
市
観
光
大
使
の
任
命
式

が
行
わ
れ
、
門
脇
市
長
か
ら
任
命
証
と
観
光

大
使
の
た
す
き
、名
刺
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
荒
木
田
さ
ん
に
は
、
国
内
外
の
人

脈
を
生
か
し
て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
客
誘
致

な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン

の
概
要
」
を
中
心
に
農
政
の
基
本
的
考
え
方

や
攻
め
の
農
業
に
よ
る
農
業
所
得
倍
増
を
目

指
す
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい
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２

１５

４

　包括支援センターでは、職場、町内会、地域サーク
ルの皆様のところに伺い、この講座を随時開催してい
ます。
　今回、おひとりでも多く認知症についての理解を深
めていただこうと、個人でも興味のある方を対象とし
て、この講座を計画しました。
　約 1 時間半、認知症という病気と症状、診断と治療、
予防できること、認知症の人と家族への支援について、
ビデオ鑑賞と講話を聞いていただきます。

　講座修了後、認知症サポーターであるこ
とを証明する「オレンジリング」をお

渡しします。 認知症サポーターってどんなことをするの？
　「なにか」特別なことをやる人ではありません。認知症

という病気を理解した認知症の方やそのご家族を支える

「応援者」です。

　隣人、あるいはまちで働く人として、日常生活の中で

言葉をかけたり、小さな手助けをします。

皆さん、認知症サポーターの講座を受けてみませんか

●日時／ 2 月 14 日（金）13：30 ～ 15：10
●会場／田沢湖総合開発センター大集会室
●申込／電話で包括支援センターに申込みをお願いし
　ます。☎ 43-2283
※講座で使用する認知症に関するテキストなどの資料
　や、オレンジリングの準備のため人数の取りまとめ
　が必要です。さしつかえなければお名前と連絡先を
　お知らせください。
●締切／ 1 月 30 日（木）

▼

オレンジリング

●
参
加
企
業
／
30
社
程
度
の
予
定
（
２

　

月
初
旬
に
参
加
企
業
情
報
の
提
供
可

　

能
）

【
求
職
者
の
皆
さ
ん
へ
】

◎
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書

　

と
筆
記
用
具
を
ご
持
参
の
う
え
ご
参

　

加
く
だ
さ
い
。

◎
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

　

ん
。

◎
平
成
26
年
３
月
大
学
・
高
校
等
の
卒

　

業
予
定
者
も
参
加
可
能
で
す
。

◎
受
付
は
15
時
で
終
了
し
ま
す
。

【
企
業
の
皆
さ
ん
へ
】

◎
参
加
企
業
を
募
集
中
で
す
。

◎
求
人
募
集
中
ま
た
は
求
人
を
検
討
中

　

の
企
業
の
方
々
は
、
多
く
の
求
職
者

　

と
面
接
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
な
お
、
参
加
希
望
の
場
合
は
事
前
に

　

申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
お
手

　

数
で
す
が
仙
北
地
域
振
興
局
に
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／

◎
秋
田
県　

仙
北
地
域
振
興
局　

総
務

　

企
画
部　

地
域
企
画
課　

企
画
振
興

　

班
（
担
当　

小
林
、
藤
原
）

　

０
１
８
７
（
63
）
５
１
１
４

◎
仙
北
市
商
工
課　

労
政
雇
用
係
（
角

　

館
中
町
庁
舎
）（
担
当　

阿
部
、畠
澤
）

　

（
43
）
３
３
５
１

「
仙
北
地
域
雇
用
促
進
就
職

面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
！

　

仙
北
地
域
雇
用
促
進
連
絡
会
議
（
構

成
団
体
：
仙
北
市
、
大
仙
市
、
美
郷
町
、

仙
北
地
域
振
興
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

曲
・
角
館
）
で
は
、
雇
用
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
、
活
力

あ
る
仙
北
地
域
を
目
指
し
て
、
人
材
を

求
め
て
い
る
企
業
と
働
く
先
を
探
し
て

い
る
方
々
と
の
交
流
の
場
を
設
け
、
お

互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
企
業

の
人
材
確
保
と
求
職
者
の
就
職
支
援
を

円
滑
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
／
２
月
５
日
（
水
）

　

13
時
～
16
時

※
受
付
開
始
は
12
時
30
分
か
ら

●
場
所
／
大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
大
仙
市
大
曲
日
の
出
町
２
‐
７
‐

　

53
）

●
参
加
費
／
無
料

◎
生
活
保
護
世
帯
／
生
活
保
護
受
給
世
帯

●
助
成
金
額
／
１
世
帯
５
千
円
を
上
限

●
申
請
日
／
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

●
申
請
場
所
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁

　

舎
）、
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
、
角

　

館
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

●
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
、
灯
油
代
の

　

領
収
証
（
５
千
円
以
上
に
な
る
よ
う

　

複
数
枚
可
、
レ
シ
ー
ト
可
）、
振
込

　

先
の
金
融
機
関
名
と
口
座
番
号

※
申
請
書
は
１
月
１
日
号
広
報
と
一
緒

　

に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　

申
請
場
所
窓
口
に
も
置
い
て
あ
り
ま

　

す
。
仙
北
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
８
８

価
格
高
騰
に
よ
る
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
仙
北
市
福

祉
灯
油
購
入
助
成
事
業
」
を
実
施
し
ま
す

仙
北
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

平
成
26
年
４
月
30
日
任
期
満
了
に
伴

う
仙
北
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
平
成

26
年
４
月
６
日
告
示
、
４
月
13
日
投
開

票
）
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
立
候
補
届
出
手
続
き
な
ど

の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
（
代
理

出
席
も
可
）
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時
／
２
月
13
日
（
木
）　

　

10
時
～
（
受
付 

９
時
30
分
）

※
出
席
者
は
、
１
候
補
者
に
つ
き
３
人

　

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
３

　

階　

第
１
会
議
室
（
田
沢
湖
生
保
内

　

字
宮
ノ
後
30
番
地
）

●
主
な
内
容
／

◎
立
候
補
届
出
等
の
手
続
に
つ
い
て

◎
選
挙
運
動
に
つ
い
て

◎
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
に
つ
い
て

◎
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
設
備
外
積
載

　

許
可
申
請
に
つ
い
て

◎
選
挙
公
営
に
つ
い
て

●
不
明
な
点
や
詳
し
い
こ
と
は
市
選
挙

　

管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
田
沢
湖
庁
舎
）
（
43
）
１
１
５
０

１
月
31
日

夜
間
納
税
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
１
月
31
日
（
金
）

　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

　

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

　

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

（
43
）
１
１
１
７

【
平
成
26
年
１
月
31
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
日
も
納
期
限
と
同
日
で
す

の
で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・

　

第
７
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

　

収
）・
第
７
期

該当する方は、申請をお忘れなく！

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
該

当
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
世
帯
／
平
成
26
年
１
月
１
日
に

　

仙
北
市
に
住
所
が
あ
り
、
世
帯
主
お

　

よ
び
世
帯
員
全
員
の
平
成
25
年
度
市

　

民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
か
つ
次
の

　

世
帯
で
す
。

◎
高
齢
者
世
帯
／
70
歳
以
上
（
昭
和
19

　

年
１
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
者
）
の

　

み
で
構
成
す
る
世
帯
（
施
設
入
所
、

　

長
期
入
院
中
の
方
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

◎
ひ
と
り
親
世
帯
／
18
歳
以
下
（
平
成

　

７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
児
童

　

を
扶
養
す
る
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯

◎
障
害
者
世
帯
／
身
体
障
害
者
手
帳

　

１
・
２
級
、
精
神
福
祉
保
健
手
帳
１

　

級
、
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
が
い
る

　

世
帯３

仙北市在宅子育てサポート
事業に該当する方は、
２月末日が申請期限です

　在宅で就学前の子どもを子育て
している家庭の皆さんに、市が指
定する有料の子育てサービスに利
用できる「サポート券（1 万円相
当）」を交付しています。
　該当する方は、お忘れのないよ
うお手続きをお願いします。
●申請できる方／申請日時点です
　べてに該当している方
①児童および保護者とも仙北市に
　住所を有すること 
②平成 25 年 4 月 1 日以前に生ま
　れた小学校就学前児童の保護者 
③認可保育園、認可外保育施設ま
　たは幼稚園に入所していない児
　童の保護者 
④仙北市保育園入所待機児童等支
　援事業費補助金の交付対象と
　なっていない児童の保護者 
⑤年度内に 1 回限りの申請である
　こと
●申請先／子育て推進課、各地域
　センター（サポートセンター）、
　各出張所
※印鑑をご持参ください。
●問合せ／子育て推進課
　 43-2280

6Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく7

●総務課　 43-1111

●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

市
役所

からのお知らせ
　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352



税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告
は
３
月
17
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
仙
北
市
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
仙
北
市
に
前
年
（
平
成
25
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
収
入
状
況
を

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
書
用
紙

は
１
月
下
旬
か
ら
税
務
課
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
出
張
所
の
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
、

３
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、２
月
６
日
（
木
）
か
ら
３
月
17
日
（
月
）

ま
で
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
申
告
相
談
日
を
設
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

　

給
与
や
年
金
の
ほ
か
に
、
農
業
や
事
業
を
営

ん
で
い
る
方
や
、
家
賃
・
地
代
・
小
作
料
・
受

取
保
険
金
・
譲
渡
所
得
（
土
地
、
建
物
を
売
っ

た
方
）
な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
は
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

収
入
が
全
く
な
い
場
合
で
も
、
18
歳
以
上
の

方
は
収
入
が
な
い
旨
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
所
得
等
各
種
証
明
書
が

発
行
さ
れ
な
い
場
合
や
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
非
課
税
年
金
（
障
害
者
年
金
、
遺
族
年
金
等
）

　

だ
け
の
収
入
の
方
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
す
る
必
要
の
な
い
方

①
通
年
し
て
１
か
所
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
収

　

入
の
み
の
方
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

　

方
※
年
末
調
整
で
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
医

　

療
費
控
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
告

　

し
て
く
だ
さ
い
。

②
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
さ

　

れ
た
方

申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
所
得
の
証
明
と
な
る
も
の
（
給
与
・
年
金
所

　

得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

③
控
除
の
証
明
と
な
る
領
収
書
や
支
払
証
明
書

　
（
厚
生
労
働
大
臣
等
か
ら
送
付
さ
れ
る
年
金

　

の
支
払
証
明
書
、
生
命
・
地
震
保
険
な
ど
の

　

支
払
証
明
書
、
医
療
費
や
介
護
料
の
領
収
書

　

な
ど
）

※
医
療
費
の
領
収
書
は
事
前
に
合
計
を
計
算
し

　

て
く
だ
さ
い
。

④
口
座
番
号
の
控
え
（
本
人
の
も
の
）

⑤
障
害
者
手
帳
（
交
付
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

⑥
医
師
等
が
発
行
す
る
証
明
書
（
お
む
つ
を
使

　

う
必
要
が
あ
る
方
）

⑦
福
祉
事
務
所
で
発
行
す
る
認
定
書
（
寝
た
き

　

り
等
に
よ
る
介
護
を
要
す
る
方
）

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
、『
源
泉
徴

　

収
票
』
お
よ
び
各
種
領
収
書
等
の
添
付
が
義

　

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
無
い
場
合
に
は
還

　

付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
業
所

　

等
か
ら
交
付
を
受
け
て
か
ら
申
告
相
談
に
き

　

て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
用
紙
の
送
付
に
つ
い
て

◎
申
告
書
用
紙
の
事
前
送
付
は
し
ま
せ
ん
。

◎
用
紙
は
各
庁
舎
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

●
営
業
や
農
業
所
得
な
ど
で
青
色
申
告
を
し
て

　

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
申
告
相
談
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
直
接
税
務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ

　

い
。

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
１
１
１
７

相談日 受付時間 対象地区 会場

2 月 6 日（木） 9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

田
沢
湖
地
区

田沢地区全域 田沢交流センター
2 月 7 日（金） 9：00 ～ 11：30
2 月 9 日（日）

9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00 生保内地区全域 田沢湖総合開発センター

2 月 10 日（月）
2 月 11 日（火）
2 月 12 日（水）
2 月 13 日（木） 9：00 ～ 11：30
2 月 14 日（金）

9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00 神代地区全域 神代就業改善センター

2 月 16 日（日）
2 月 17 日（月）
2 月 18 日（火）
2 月 19 日（水） 9：00 ～ 11：30

2 月 20 日（木） 9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 15：00

西
木
地
区

上桧木内地区全域 紙風船館

2 月 21 日（金） 9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00 桧木内地区全域 桧木内地区公民館2 月 23 日（日）

2 月 24 日（月） 9：00 ～ 11：30
2 月 25 日（火）

9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

西明寺・小山田・門屋・上荒井・小渕野・
西荒井地区

西木総合開発センター2 月 26 日（水）
2 月 27 日（木）
2 月 28 日（金） 9：00 ～ 11：30

3 月 2 日（日） 9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

角
館
地
区

中川地区 中川集落センター
3 月 3 日（月） 9：00 ～ 11：30

3 月 4 日（火） 9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00 白岩・広久内・薗田地区 白岩集落センター

3 月 5 日（水） 9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 15：00

3 月 6 日（木） 9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00 西長野・下延・雲然・八割地区 雲沢集落センター3 月 7 日（金）

3 月 9 日（日） 9：00 ～ 11：30
3 月 10 月（月）

9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00 角館町内全域 角館交流センター

3 月 11 日（火）
3 月 12 日（水）
3 月 13 日（木）
3 月 14 日（金）
3 月 16 日（日）
3 月 17 日（月）

平
成
26
年
度
　
市
県
民
税
申
告
相
談
日
程
表

寝
た
き
り
の
方
の
お
む
つ
代
が
医
療
費
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
寝
た
き

り
で
医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
に
、
お

む
つ
を
使
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

の
お
む
つ
代
は
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
初
め
て
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
医

　

師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が

　

必
要
で
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

　

へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

　

年
目
以
降
の
場
合
で
、
介
護
保
険
法
の
要
介

　

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
大
曲
仙
北
広

　

域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者
が
発
行
す
る
証
明

　

書
を
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
場
合
は
次
の

　

場
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ど
ち
ら
の
様
式
も
長
寿
支
援
課
ま
た
は
各
地

　

域
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

●
証
明
書
申
請
場
所
／
長
寿
支
援
課
ま
た
は
各

　

地
域
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所

●
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課
（
西
木
庁
舎
）　

　

☎
（
43
）
２
２
８
１

障
が
い
者
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
方
ま

た
は
寝
た
き
り
と
認
め
ら
れ
る
方
は
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

年
齢
が
満
65
歳
以
上
で
障
が
い
者
に
準
ず
る

と
認
め
ら
れ
る
方
ま
た
は
引
き
続
き
６
か
月
以

上
に
わ
た
っ
て
身
体
の
障
が
い
に
よ
り
寝
た
き

り
の
状
態
で
、
複
雑
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

は
、
福
祉
事
務
所
長
の
認
定
を
受
け
、
申
告
す

る
際
に
認
定
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
必

要
な
場
合
は
次
の
場
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所
／
長
寿
支
援
課
ま
た
は
各
地
域
セ

　

ン
タ
ー
、
出
張
所

●
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課
（
西
木
庁
舎
）　

　

☎
（
43
）
２
２
８
１
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◇各会場の初日の午前中は特に混雑しますので、
　待ち時間が長くなることをご了承ください。
　また、3 月 10 日以降は大変混み合うことが予
　想されますので、早めの申告をお願いします。
　地区毎に日程を決めてはいますが、市内どこ
　の会場でも申告可能ですので、ご都合のよい
　日にご来場ください。

TAX



▲

一般食品基準値：100Bq ／ kg 以下　（一般食品、平成 24 年 4 月 1 日より適用）▲

問合せ／【学校給食】教育委員会教育指導課（角館庁舎） 43-3382　【保育園給食】子育て推進課（西木庁舎） 43-2280
　　　　　  【市民持込食材】環境防災課（角館庁舎） 43-3308

仙北市の放射性物質測定状況

▲

問合せ／環境保全センター　 54-3305

日付

田沢湖一般廃棄物最終処分場（搬入時）

運搬車輌 10 台分
左右測定

田沢湖一般廃棄物最終処分場
田向地区 

C 測定地点

国道 46 号線 
交差点付近
D 測定地点ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 2 か所

（測定平均値） Ａ測定地点 Ｂ測定地点
最大値 最小値

12 月 2 日 0.05 0.04 0.05

12 月 3 日 0.05 0.04 0.05

12 月 4 日 0.06 0.04 0.05

12 月 5 日 0.06 0.05 0.06

12 月 6 日 0.07 0.06 0.07 0.05 0.05 0.05 0.05

12 月 9 日 0.05 0.04 0.05

12 月 10 日 0.05 0.05 0.05

12 月 11 日 0.05 0.04 0.05

12 月 12 日 0.05 0.04 0.05

12 月 13 日 0.06 0.05 0.07 0.06 0.07 0.06 0.06

12 月 16 日 0.05 0.04 0.04

12 月 17 日 0.05 0.04 0.04

12 月 18 日 0.05 0.04 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04

12 月 25 日 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04

災害廃棄物受入実績
4 月～ 11 月 12 月 合計

日数 137 13 150

搬入台数（台） 1,369 130 1,499

受入量（ｔ） 3,345.89 321.95 3,667.84

放射性物質濃度の測定結果 ※単位：ベクレル / リットル。カッコ内は検出下限値

測定日 測定項目

測定場所

田沢湖一般廃棄物最終処分場 周辺地区
飲用井戸水浸出水原水 放流水 放流水・沢水の合流点 地下水

12 月 13 日
セシウム 134 不検出（0.7） 不検出（0.7） 不検出（0.7） 不検出（0.6） 不検出（0.7）

セシウム 137 不検出（0.5） 不検出（0.5） 不検出（0.7） 不検出（0.6） 不検出（0.9）

岩手県野田村の不燃系混合廃棄物受入に伴う調査結果

岩手県野田村不燃系混合災害廃棄物受入に係る空間放射線量率測定結果

【福祉施設】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134
（測定下限値 Bq/Kg）

セシウム 137
（測定下限値 Bq/Kg）

にしき園 12 月 10 日 ごぼう 青森県 測定下限値未満（5.90Bq/Kg） 測定下限値未満（7.33Bq/Kg）

【学校給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134
（測定下限値 Bq/Kg）

セシウム 137
（測定下限値 Bq/Kg）

田沢湖学校給食センター

12 月 4 日 玉ねぎ 北海道 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

12 月 11 日 はくさい 秋田県 測定下限値未満（6.38Bq/Kg） 測定下限値未満（7.94Bq/Kg）

12 月 16 日 豚肉 秋田県 測定下限値未満（県測定）

角館学校給食センター

12 月 4 日 なめこ 秋田県 測定下限値未満（5.95Bq/Kg） 測定下限値未満（7.38Bq/Kg）

12 月 11 日 にんじん 千葉県 測定下限値未満（5.97Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

12 月 16 日 鶏肉 青森県 測定下限値未満（県測定）

西木学校給食センター

12 月 4 日 里芋 秋田県 測定下限値未満（6.01Bq/Kg） 測定下限値未満（7.48Bq/Kg）

12 月 11 日 豚ひき肉 青森県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

12 月 16 日 キャベツ 秋田県 測定下限値未満（県測定）

【保育園給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134
（測定下限値 Bq/Kg）

セシウム 137
（測定下限値 Bq/Kg）

生保内保育園

12 月 3 日 もやし 岩手県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

12 月 9 日 みかん 和歌山県 測定下限値未満（県測定）

12 月 17 日 もやし 岩手県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

12 月 24 日 にんじん 千葉県 測定下限値未満（6.12Bq/Kg） 測定下限値未満（7.60Bq/Kg）

神代保育園

12 月 3 日 もやし 岩手県 測定下限値未満（6.15Bq/Kg） 測定下限値未満（7.64Bq/Kg）

12 月 9 日 しいたけ 秋田県 測定下限値未満（県測定）

12 月 17 日 はくさい 秋田県 測定下限値未満（6.06Bq/Kg） 測定下限値未満（7.52Bq/Kg）

12 月 24 日 にんじん 千葉県 測定下限値未満（6.16Bq/Kg） 測定下限値未満（7.65Bq/Kg）

にこにこ保育園

12 月 5 日 にんじん 千葉県 測定下限値未満（5.97Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

12 月 9 日 キャベツ 秋田県 測定下限値未満（県測定）

12 月 19 日 はくさい 秋田県 測定下限値未満（6.08Bq/Kg） 測定下限値未満（7.56Bq/Kg）

12 月 26 日 にんじん 千葉県 測定下限値未満（5.97Bq/Kg） 測定下限値未満（7.41Bq/Kg）

ひのきない保育園

12 月 5 日 キャベツ 秋田県 測定下限値未満（5.96Bq/Kg） 測定下限値未満（7.40Bq/Kg）

12 月 9 日 かぶ 茨城県 測定下限値未満（県測定）

12 月 19 日 にんじん 千葉県 測定下限値未満（5.96Bq/Kg） 測定下限値未満（7.40Bq/Kg）

12 月 26 日 はくさい 秋田県 測定下限値未満（5.96Bq/Kg） 測定下限値未満（7.40Bq/Kg）

角館保育園
（白岩小百合保育園、角

館西保育園、中川保育園）

12 月 5 日 にんじん 千葉県 測定下限値未満（5.98Bq/Kg） 測定下限値未満（7.38Bq/Kg）

12 月 9 日 しめじ 山形県 測定下限値未満（県測定）

12 月 19 日 鶏卵 秋田県 測定下限値未満（5.99Bq/Kg） 測定下限値未満（7.43Bq/Kg）

12 月 26 日 キャベツ 千葉県 測定下限値未満（6.19Bq/Kg） 測定下限値未満（7.69Bq/Kg）

※角館地区の保育園では、角館保育園が給食食材を一括購入しています。　　　　　　　　　　　　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た

　
岩
手
県
野
田
村
か
ら
の

　
　
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
が
終
了

　

岩
手
県
野
田
村
か
ら
の
不
燃
系
災
害
廃

棄
物
の
受
け
入
れ
が
12
月
18
日
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

向
生
保
内
地
区
連
絡
協
議
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
安
全
に
作
業
が

進
み
、
予
定
期
日
よ
り
早
い
作
業
終
了
と

な
り
ま
し
た
。 

　

市
で
は
今
後
も
、
向
生
保
内
地
区
連
絡

協
議
会
の
皆
様
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
定

期
的
に
測
定
を
行
い
、
安
全
性
を
確
認
し

て
い
き
ま
す
。

【処理量】 
平成 24 年度        487 ｔ 
平成 25 年度     3,667 ｔ 
合　　　   計     4,154 ｔ

最
終
日
の
震
災
瓦
礫
運
搬
作
業

※学校給食は平成 25 年 12 月 26 日～平成 26 年 1 月 13 日まで冬休みのため給食の提供はありません。

※単位：マイクロシーベルト / 時
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第２９回 国民文化祭・あきた２０１４

詩と語りで綴る交響叙事詩 ｢愛・クニマス｣
未来を受け継ぐ子ども達へ・ガラコンサート（仮称）

「クニマス」をテーマの中心に捉え、昔ばなしに関する講演と語り部に

よる三湖物語・クニマスなどに因む昔ばなしなどを実演するとともに、

詩や語りなどとコラボレーションしたガラコンサートを開催します。

　「県民参加事業」は、国民文化祭・あきた２０１４の開催にあたり、県民参加に
よる盛り上げを図っていくとともに、国民文化祭以降の文化振興につなげていく
ため、県民が主体となって企画・提案し、実施する事業です。国民文化祭開幕前
の９月から、秋田ゆかりの文化を発信する事業や秋田の偉人に光をあてた事業、
分野を超えたコラボレーション、文化団体による国際交流事業などを展開します。

県民参加事業

第２９回 国民文化祭・あきた２０１４

  主　　催 　夢・たざわこ製作実行委員会

  日　　時 　９月 27 日土　～　28 日日
会　　場 　仙北市民会館、思い出の潟分校

問 合 せ 　・秋田県国民文化祭推進局　 018-860-1553
　　　　 　・第 29 回国民文化祭仙北市実行委員会　事務局
　　　　　　（教育委員会国民文化祭推進室内） 43-3315

秋田県マスコット　スギッチ

生涯学習サークル紹介
【問い合わせ先】

教育委員会生涯学習課　 43-3383

　広報せんぼく 6 月 16 日号掲載の仙北市生涯学習ガイドから主に市内
で活動するサークルを紹介します。
　参加してみたいなど、活動に興味がある方は生涯学習課にお問い合
わせください。

※開催日時が変更になる場合がありますので、初めて参加さ
　れる方は事前にお問い合わせください。

■サークル名　なごやか写真クラブ

■活動場所　　西木公民館・その他

　この写真クラブは、「なごやかに楽しむ写真撮影」を活動テーマにし、撮
影の技術向上を目的に、平成 25 年 4 月から自主サークルとして立ち上げま
した。
　現在の会員は 9 人です。始まりが公民館事業だったことから仙北市全域
から会員が参加しています。年に数回、講師を招いての撮影会。風景や祭り、伝統
行事等の撮影に出かけています。写真は、「鳥海マリモ」の撮影会のワンカット。
 　今では、携帯やデジカメ、一眼レフとカメラが身近になっています。なごやか写
真クラブでは、携帯も高級カメラも種類は問いません。撮影技術を身に付けたい方、
大歓迎です。一緒に「パシャッ」しませんか。

第７回

■活動日時　　毎月第 3 火曜日　18：30 ～ 20：30

■連絡先　　　事務局　新山（ 090-5327-9312）または西木公民館（ 47-3100）

※事業名や内容等は、変更になる場合があります。

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

　
健
診
や
ド
ッ
ク
の
結
果
で
、「
血
糖

値
が
高
め
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
、「
ま

だ
大
丈
夫
！
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
？
血
糖
値
が
高
く
て
も
最
初

の
う
ち
は
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。
気
が

つ
か
な
い
う
ち
に
、
腎
不
全
な
ど
の
合

併
症
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿

病
の
悪
化
を
予
防
す
る
た
め
に
、
糖
尿

病
予
防
教
室
に
参
加
し
て
自
分
に
合
っ

た
運
動
方
法
や
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

び
ま
し
ょ
う
！

◆
対
象
／
①
～
③
に
該
当
す
る
方

①
田
沢
湖
地
区
の
方

②
特
定
健
診
や
ド
ッ
グ
の
結
果
、H

bA
1
c

　（N
G
SP

値
）
が
５
・
６
％
以
上
の
方

③
40
歳
か
ら
70
歳
の
方

※
治
療
中
の
方
は
、
医
師
に
ご
相
談
の

「
糖
尿
病
予
防
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

「
血
糖
値
が
高
め
」
の
方
は
要
注
意
！

　
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　（
田
沢
湖
病
院
隣
接
）

◆
内
容
／
勉
強
会
、
講
演
会
、
栄
養
教

　
室
、
体
操
教
室
、
採
血
等 

◆
実
施
期
間
／
１
月
か
ら
３
月
　
合
計

　
12
回
　
※
初
回
1
月
28
日
（
火
）
勉

　
強
会

◆
申
込
／
１
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
保

　
健
課
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
後
日
、
日

　
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。

◆
料
金
／
無
料

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　
担
当
　
後
藤
　

（
55
）
１
１
１
２

子育て

ポロリトミック教室
ニョッキーズとあそぼう！

●日時／◎ 1 月 26 日（日）10：00 ～ 12：00

　　　　◎ 2 月 23 日（日）10：00 ～ 12：00

　　　　◎ 3 月 30 日（日）10：00 ～ 12：00

●会場／角館公民館

●対象／ 3 歳前後～就学前の幼児

●持物／内履き（汗ふきタオル・飲み物もあ

　ればいいかもしれません）

●参加費／無料

●参加希望の方は事前に角館公民館までご連

　絡ください。

●問合せ／角館公民館　 54-1110　

子育て中のお母さんへ
わくわく子育て講演会

ママがキラキラ輝くための♪
こころとからだのセルフメンテナンス

　子育て中のお母さんによくある肩こり、腰痛、冷え症、肌荒れ。

自分の時間がなかなか取れない方でも、自分のこころとからだの

声に耳をすまし、癒しと希望の時間を作ります。

　大切な存在である自分を見つめ、お子さんとの関係づくりを

もっとキラキラ、ワクワクたのしくするために！笑いあり、感動

の涙ありの即実践できる内容でお届けします。

●日時／ 1 月 30 日（木）10：00 ～ 11：30

●会場／健康管理センター（角館）

●講師／水科　江利子　先生

●対象／子育て中のお母さん

●定員／ 30 人（先着順）

●申込／ 1 月 24 日（金）まで電話で保健課へお申し込みください。

●申込・問合せ／仙北市保健課　 55-1112　

●託児あり／ 15 人まで ( 無料）※申込み必要

※託児ご希望の方は、お子さんの名前と年齢もお知らせください。

第３回仙北市総合美術展

【会期】
2 月 5 日（水）～ 16 日（日）

【会場】
角館町平福記念美術館

【開館時間】
9：00 ～ 16：30

（入場は 16：00 まで）
【展示作品】

絵画、書、写真、工芸、手芸、
俳句等

【入場料】
仙北市民無料

【問合せ】
仙北市総合美術展実行委員
会（仙北市教育委員会生涯学
習課内） 43-3383

講師プロフィール

水科　江利子（みずしな　えりこ）　

保育士を経験後、1986 年ボディワークスタジオ ガレージ１を創立。

ＮＬＰ心理学インストラクター 。近年は、オリジナルプログラム「こ

ころとからだのセルフメンテナンス」を創り、自身に希望を持って

癒しと自分らしく生きることで注目を浴びている。
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めざせ達筆 「大人の書き方教室」
　パソコンや携帯電話で文章を書

くことが多い現代ですが、手書き

の文字も大切にしたいものです。

字が下手で損をしたとか恥をか

いた話はよく聞きますよね。ま

ずは、鉛筆から始めて、正しく

整えて書くコツを覚えたら「の

し袋」や「挨拶状」等を筆ペンで書きま

しょう。達筆めざして楽しく学んでみま

せんか。

●日時／毎週火・金曜日　9：30 ～

11：30　1 月 28 日・31 日、2 月 4

日・7 日・14 日・18 日・21 日・25

日　計 8 回　●会場／西木公民館　●

講師／鈴木 佐岐子 先生　●受講料／筆

ペン代として 525 円（初日のみ鉛筆を

ご持参ください）　●募集人員／ 12 人

●参加申込受付／ 1 月 20 日（月）9：

00 ～　●申込・問合せ／最寄りの公民

館へ電話でお申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。　 ▼ 西木公民

館　 47-3100　 ▼ 田沢湖公民館　

43-1061　 ▼角館公民館　 54-

1110
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貴方の作品展示してみませんか？
 展示作品募集
　田沢湖公民館では、市民の皆さんが日

頃取り組まれている趣味や手芸などの学

習成果を田沢湖総合開発センター１階ロ

ビーでご紹介しています。

　広く多くの方々に楽しんでいただける

よう今後も定期的に作品を入れ替えなが

ら継続していきたいと考えていますので

作品展示のご協力をよろしくお願いしま

す。

●問合せ／田沢湖公民館　 43-1061

イベント

おはなし会「うさぎのみみ」
　仙北市総合情報セン

ター・学習資料館では、

月に 1 度、おはなしボ

ランティア「うさぎの

みみ」の皆さんによる

おはなし会「うさぎの

みみ」を開催しています。お子様と一緒

にぜひお越しください。

● 日 時 ／ 2 月 1 日（ 土 ）10：00 ～

11：00　●会場／仙北市総合情報セン

ター・学習資料館　おはなしコーナー●

内容／ ▼エプロンシアター「北風と太陽」

▼「なぞなぞ」と「クイズ大会」で楽し

みましょう♪プレゼントもありますよ♪

▼「節分」のおはなしを準備して待って

います♪　●問合せ／仙北市学習資料館

43-3333

角館小学校金管バンド部 
ラストコンサート
　ドリームハーモニーの活動を応援して

くださる皆様に感謝を込めて演奏しま

す。ゲストには角中ウィンドミルオーケ

ストラが出演します。寒い時期ですが、

ぜひお越しください。 

●日時／ 1 月 26 日（日）13：00 開

場　●会場／角館小学校体育館　●入

場／無料　●問合せ／角館小学校　塩

谷、福田　 55-2188

「やさしいまちづくり」講演会
　おじいちゃん・おばあちゃん、おから

だの不自由な方、外国人の方も安心して

住めるまちづくりは、誰でも安心して観

光できるまちづくり（ユニバーサルツー

リズム）につながります。身近な「おも

てなし」、心のバリアフリーについての

話もありますので、皆さんのご家庭でも

きっと参考になると思います。参加料は

無料となっていますので、お誘い合わせ

のうえお越しください。

●日時／① 2 月 15 日（土）14：00

～ 16：00　② 2 月 19 日（水）16：

00 ～ 18：00　●講演者／一般社団法

人　ネイバーズサポート推進協会　専

務理事　鴨志田 明 さん ⇒ ANA グルー

プ、ソラシドエア、AIR DO　等で研修・

講演の実績あり。　●場所／①角館交

流センター　第 1 研修室　②角館交流

センター　多目的ホール　●申込締切

／① 2 月 3 日（月）　② 2 月 10 日（月）

●申込・問合せ／仙北市観光課（中町

庁舎）　 43-3352　FAX 54-4102

仙北市男女共同参画推進事業 
丹野綾子氏講演会 
●日時／ 2 月 11 日（火・祝） 　●内容

／ ▼ 13：30 開場　 ▼ 14：00 開会　

▼ 14：10 講演（講演 45 分・質疑 5 分）

▼ 15：05 事例発表　 ▼ 15：30 閉会

●場所／角館樺細工伝承館 　●講演／

（仮題）東日本大震災の最大被災地の取

材を通じて　●講師／丹野 綾子 氏（株）

河北新報社石巻総局記者　●入場無料

（託児あり）　●事前申込・問合せ／仙北

市企画政策課　 43-1112

セミナー・教室等
平成２５年度
雪下ろし技能講習会
　近年、雪下ろしによる事故が多発して

いることから、市では秋田県と共催で安

全な作業のために「技能講習会」を開催

します。　

●日時／ 1 月 30 日（木）10：00 ～

●場所／神代就業改善センター、神代出

張所車庫および駐車場　●内容／安全

講習および実技指導（防寒着を準備くだ

さい）　※どなたでも参加できます。（申

込不要）　●主催／秋田県（仙北地域振

興局）、仙北市（総務部企画政策課）　

●問合せ／仙北市企画政策課　 43-

1112　※雪下ろし中の転落事故が多発

しています。雪下ろしの際は、ヘルメッ

ト・安全ロープなどで身を守り、2 人以

上で作業しましょう。屋根からの落下に

は十分注意してください。

んみゃもの伝承教室
　郷土に伝わる懐かしい料理やお菓子の

作り方を一緒に学んでみませんか。

　今回は、仙北市産小麦粉「ネバリゴシ」

や「そば粉」を応用し懐かしくも斬新な

メニューを２回に分けて実施します。「ん

みゃべ？んみゃごど！」こんな会話で盛

り上がる楽しい教室です。ぜひご参加く

ださい。

●日時／① 2 月 7 日（金）・18 日（火）

10：00 ～ 13：00 頃まで予定　●会

場／神代就業改善センター「生活実習室」

●講師／千田 ミワ 氏　●定員／ 20 人

●受付／ 1 月 17 日（金）～ 31 日（金）

17：00 まで　●受講料／ 1,000 円（2

回分）　●持物／調理に適した服装・筆

記用具　●申込・問合せ／田沢湖公民館

43-1061　

編み物教室
　棒針や機械で

編み物をしてみ

ませんか。セー

ターやカーデガ

ン等オリジナルのおしゃれな一着を目指

して挑戦しましょう。基本から縫い合わ

せまで個々に指導します。

●開催日時／ 2 月 17 日（月）～ 21 日

（金）、2 月 24 日（月）～ 28 日（金）

9：00 ～ 16：00　●講師／小松 永子

先生　●場所／山鳩館「和室」（旧上桧

木内中学校）●受講料／無料（毛糸等材

料は各自用意）※かぎ針編みは対象外で

す。　●募集定員／ 10 人　●募集締切

／ 2 月 3 日（月）　●申込・問合せ／西

木公民館　 47-3100

平成２５年度　
仙北市エリア作物栽培講習会
●日程／ ▼ 2 月 4 日（火）9：00 ～

16：00（種屋さんお奨め野菜、いんげん、

これからの農政について、稲作、税務申

告）　 ▼ 2 月 5 日（水）9：00 ～ 15：

30（りんどう、中玉トマト、白菜、新

規作物導入に向けた取り組みについて、

人参・玉ねぎ、スナックえんどう）　●

会場／ＪＡ秋田おばこ角館支店 2 階 大

会議室　●期間中の催し／資材や農薬 ･

肥料の展示、粗品進呈、種子の販売や予

約の受付、展示販売、新品種の試食　

●どなたでも参加できます。ご近所お誘

い合わせのうえおいでください。　●主

催／ JA 秋田おばこ仙北エリア園芸振興

協議会、ＪＡ秋田おばこ角館支店・西木

支店・田沢湖支店　●後援／仙北地域振

興局、仙北市農林部　●協賛／ JA 全農

あきた　●問合せ／ ▼角館営農センター 

54-3154　 ▼ 田沢湖営農センター 

44-3121　 ▼西木営農センター 

47-3115

第４３回田沢湖高原雪まつり
出店者募集！
　第 43 回田沢湖高原雪まつりでは「お

祭り屋台コーナー」の出店者を募集して

います！自慢の味を雪まつり会場で披露

してみませんか？詳しくは田沢湖高原雪

まつり事務局（田沢湖観光協会内）まで

お問い合わせください。

●出店日時／ 2 月 22 日 （土）10：00

～ 21：00　23 日 （ 日 ）10：00 ～

15：00　●申込期限／ 1 月 31 日（金）

まで　●問合せ／担当：小松（田沢湖

観光協会内）　 58-0063　FAX 43-

0311

国民年金
だより

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

国民年金保険料の追納をお勧めします！

　国民年金保険料の免除 ( 全額免除・一部免除・法定免除 )、若年者納付猶予、
学生納付特例の承認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方
と比べ、老齢基礎年金（65 歳から受けられる年金）の受け取り額が少な
くなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増額す
るために 10 年以内であれば遡って古い月分から納める（追納）ことがで
きます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して 3 年度目
以降に追納されると、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。

◎一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納付されていなけ
　れば追納はできません。
◎「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が「法定免除・申請免除期間」
　より先に経過した ( 古い ) 月分である場合は、「若年者納付猶予・学生納
　付特例期間」が優先します。
◎「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶予・学生納付特例期間」
　より先に経過した月分である場合は、どちらを優先して納めるか本人が
　選択できます。
◎「若年者納付猶予・学生納付特例期間」の中では、先に経過した月分か
　ら納めることになります。
◎「法定免除・申請免除期間」の中では、先に経過した月分から納めるこ
　とになります。

※追納のお申込み・ご相談はお近くの年金事務所までお願いします。
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1/１６ 木

１７ 金
●大曲養護学校　せんぼく分教室「冬まつり」（大曲養護学校せんぼく分教室 9：45 ～

11：45） 1/1・P19

１８ 土 ●あいちゃん先生の手作り教室（田沢湖図書館 2 階 10：00 ～ 12：00） 1/1・P13

１９ 日

２０ 月

２１ 火

●つるし雛教室（角館交流センター 13：00 ～ 16：00） 12/16・P20

● 3B 体操（田沢湖総合センター 13：30 ～ 15：00） 12/16・P20

●笑いでいきがいづくり教室（田沢交流センター 13：10 ～ 13：30（受付）15：00（終

了）） 12/1・P12

２２ 水
●軽油引取税免税証（農業用）交付申請集合受付（田沢湖）（田沢湖総合開発センター　

大集会室 10：00 ～ 11：30・13：00 ～ 15：30） 1/1・P21

２３ 木
●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） 1/1・P20

●第 4 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16・P20

２４ 金 ●第 4 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16・P20

２５ 土

２６ 日

●ポロリトミック教室　ニョッキーズとあそぼう！（角館公民館 10：00 ～ 12：00）

P12

●角館小学校金管バンド部　ラストコンサート（角館小学校体育館 13：00 ～） P14

●第 1 回脳と神経の市民医学講 座（グランデールガーデン 13：30 ～ 15：30）

1/1・P7

●第 4 回仙北市フットサル大会（田沢市民体育館） 1/1・P19

２７ 月

２８ 火

●糖尿病予防教室（田沢湖健康増進センター ） P12

●大人の書き方教室（西木公民館 9：30 ～ 11：30 ） P14

●つるし雛教室（角館交流センター 13：00 ～ 16：00） 12/16・P20

● 3B 体操（田沢湖総合センター 13：30 ～ 15：00） 12/16・P20

●第 4 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16・P20

２９ 水

●こころの相談（角館交流センター 13：30 ～ 17：00） 1/1・P12

●軽油引取税免税証（農業用）交付申請集合受付（角館）（角館交流センター　多目的ホー

ル 10：00 ～ 11：30・13：00 ～ 15：30） 1/1・P21

●第 4 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 12/16・P20

３０ 木

●わくわく子育て講演会（健康管理センター 10：00 ～ 11：30） P12

●平成 25 年度雪下ろし技能講習会（神代就業改善センター、神代出張所車庫および駐車

場 10：00 ～） P14

３１ 金
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～ 19：00） P7

●大人の書き方教室（西木公民館 9：30 ～ 11：30 ） P14

2/ １ 土
●おはなし会「うさぎのみみ」（総合情報センター・学習資料館　おはなしコーナー 10：

00 ～ 11：00） P14

２ 日

３ 月

４ 火

●大人の書き方教室（西木公民館 9：30 ～ 11：30 ） P14

●平成 25 年度仙北市エリア作物栽培講習会（JA 秋田おばこ角館支店 2 階　大会議室 9：

00 ～ 16：00 ） P15

● 3B 体操（田沢湖総合センター 13：30 ～ 15：00） 12/16・P20
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SR　正月、台所で発見した
インスタントおしるこのお
いしさに感銘。後日、実家
から餅とあんこをもらった
ことを思いだし、自作して
みました。鍋にあんこと餅
を入れ、水を少々。火にか
け数分後、餅とあんこが一
体化。ネバネバあんこの完
成…。とっても薄味…。正
月のやや甘い思い出でした。

TR　新年、我が家の最初の
イベントは息子の誕生日！
大好きな「トイストーリー」
のケーキとおもちゃでお祝
いです。ケーキはあまり食
べてくれませんでしたが、
おもちゃには大興奮 !! とっ
ても喜んで遊んでいます。
ただ、ヒーローより悪役の
キャラクターで喜ぶときが
あるのが気になります…。
アンパンマンよりバイキン
マンみたいに…。

YR　新年を迎え、あらため
て見やすく正確な編集を目
指します。よろしくお願い
します。6 日に消防出初式
を取材。寒さも何のその武
家屋敷通りに整列した消防
団の皆さん。その頼もしさ
を早速お届けします。


